
平成３０年度 第１回 学校運営協議会 議事録（要旨） 

 

１ 日 時  平成３０年７月３日（火） １６：００～１７：００ 

２ 場 所  校長室 

３ 出席者  粟野会長、真銅副会長、乾委員、宇田委員、豊田委員、村田委員 

       楢崎校長、芥川教頭 竹中事務長 

       その他教員 ５名 

４ 次 第   

 

 （１）開会 

 （２）会長挨拶 

 （３）平成３０年度学校経営計画および学校評価について 

 （４）平成３１年度使用教科用図書の選定について 

 （５）閉会 

 

５ 協議・意見交換 

  ＜平成３０年度「学校経営計画および学校評価」について＞ 

   中期的目標として４つの項目を設定している。 

１ 教育課程の編成 

    （１）専門教科と共通を中心とした教育課程の確立 

    （２）地域の方々と交流する活動を通し主体性やコミュニケーション力を養う 

    （３）基本的生活習慣を確立し、すすんで体を動かす習慣を育てる指導について検討する 

２ 組織力の向上 

 （１）個別の教育支援計画と指導計画を活用した授業改善 

 （２）授業研究を通し自己肯定感を高める指導を研究 

 （３）アセスメントを活用して組織的にキャリア発達を促す指導にあたる 

   ３ 進路指導・生徒指導の充実 

    （１）個別の教育支援計画、指導計画、アセスメントや実習評価表を活用し、多面的に生徒の

状況を理解する。 

    （２）就職先や実習先、関係機関とのネットワークを活用し、デュアルシステムの整備を進め

る。 

    （３）アフターフォローから得た指導内容・方法により豊かな人間性をはぐくむ 

   ４ 地域、関係機関等との協働 

    （１）難波支援学校と合同で行う行事等を通し、両校生徒や教職員の交流を進める。 

    （２）教育庁、共生推進教室実施校との連絡・調整に努め、円滑に共生推進教室を運営する。 

    （３）地域の施設利用や人材活用により地域や関係機関との日常的な連携を図る。 

    （４）地域の方々や高等学校との交流を通じ、スポーツ・文化芸術活動を進める。 

   

 

［協議］ 

校長：中期的目標の４（２）について、共生推進教室は１年先送り、平成３２年度の設置となった。５

月に公開されたため、計画に反映させることができなかった。 

   共生推進教室は１校３名定員で、週４日高等学校（設置校）で一般教科を学び、週１日高等支援



学校（本校）で職業に関する授業を受ける。両校の卒業式に参加するが、卒業証書は本校のもの、

設置校では修了証が渡される。制服や修学旅行は本校で実施している。 

   全国的に高等学校で通級学級が設置されることになったが、大阪では先行して同様のことを実施

している。（共生推進教室や自立支援コースなど）大阪では松原・柴島高校に設置。例えばコミ

ュニケーションに課題のある発達障害の生徒が自立活動などの授業を別途受けることができる。 

 

委員：共生推進教室の入学選抜はどうなるのか？ 

校長：設置校で実施する。 

委員：生徒の学校への帰属意識は？（どちらの生徒としての意識が高い） 

校長：やはり設置校の生徒としての意識が高い。 

委員：親は本人のためには支援学校の方がいいと分かっていても、高等学校で学ばせたいという思いが

あり、そのギャップでしんどい思いをしている生徒をよくみる。 

校長：進学フェアなどで、共生推進、支援学校、高等支援学校などのシステムの違いについて説明し、

生徒自身にとって一番メリットが高いのはどこか伝えるようにしている。（就労に向けた力をつ

けるか、高等学校の生徒と共に学ぶか） 

委員：現場実習はどのようになるのか。 

校長：実習には本校とは別に参加する。本校の進路指導担当者が設置校で企業開拓や実習について講演

やアドバイスをする。就職率は高い。また、高体連加盟の部活動の大会に出るケースもある。 

委員：履歴書の学歴の記載は。 

校長：高等支援学校卒業となる。 

委員：今後の見通しはどのようになるか。 

校長：知的障がい児が１４００人増加することが見込まれる。共生推進教室等で対応が必要になってく

る。 

委員：支援学校、高等学校、高等支援学校と校種によりシステムが異なるので、色々迷うこともあった

が、進学フェアや学校見学などで説明を聞くと理解できた。現在は楽しみながら学校生活を送る

ことができているので、この学校を選んで良かったと思っている。 

 

  ＜平成３１年度教科用図書選定について＞ 

 

校長：別紙一覧のとおり、平成３１年度に使用する教科用図書の選定を各教科で進めている。 

   生徒の特性や実態に応じたものになるように、３年間使用するもの学年ごとに使用するものなど

の工夫をしている。 

   今年度の使用教科書のサンプルを置いているので、ぜひ閲覧していただきたい。 

 

＜まとめ＞ 

 

校長：先日の大阪北部地震の影響で学校は非常２号配備体制となり、管理職が２４時間体制で対応にあ

たっていた。８月に全国の校長会があり、最新の動向など情報収集して運営協議会委員の皆様に

お伝えしていきたい。学校経営計画には協議会からの意見欄があるので、お気づきになったこと

があればお伝えいただきたい。 


